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平成２６年８月２８日 定例教育委員会 会議録 

１ 開催日時及び場所 

   ・平成２６年８月２８日（木） 午後２時０７分 ～ 午後３時４４分 

   ・教育委員会室 

２ 出 席 者 

  委 員 事務局職員 

   委員長  野 原 正 美  教育次長         尾 形 哲 也 

   委 員  稲 本   正  義務教育総括監      水 川 和 彦 

   委 員  土 屋   嶢  総合教育センター長     浅 井 正 美 

   委 員  月 村 時 子  教育総務課長       西 垣 功 朗 

委 員  森 口 祐 子  教育総務課教育主管    纐 纈 康 雄 

教育長  松 川 禮 子  教育財務課長       後 藤 幸 晴 

     教職員課長        高 木 俊 明 

 教育研修課長       増 田 和 伯 

 学校支援課長       吉 田   梓 

 学校支援課教育主管    上 田 貴 之 

 学校支援課教育主管    増 田 俊 彦 

 特別支援教育課長     安 田 和 夫 

 社会教育文化課長     荻 山 博 之 

  体育健康課教育主管    服 部 和 也 

  

３ 議事日程等   

報第１号から報第５号まで、議第１号、事務局報告（１）、（７）及び（８）について非公開とす
ることを決定。 

４ 会議録 

  平成２６年７月８日開催の定例教育委員会の会議録を承認。 

５ 審議の概要 

別添のとおり 
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会     議     録 

発 言 者 発      言      内      容   （）書きは事務局発言 

報第１号 教職員の懲戒処分について（非公開案件） 

教職員の懲戒処分（１件）を専決で行ったことを報告し、承認１名、不承認５名により不承認となった。 

 本件は非公開案件であるため、会議録は別途作成。 

報第２号 教育委員会事務局職員の人事異動について（非公開案件） 

 教育委員会事務局職員の人事異動発令（１件）を専決で行ったことを報告し、承認された。 

 本件は非公開案件であるため、会議録は別途作成。 

報第３号 職員の表彰について（非公開案件） 

 職員の表彰（３件）を専決で行ったことを報告し、承認された。 

 本件は非公開案件であるため、会議録は別途作成。 

報第４号 教育に関する事務に係る議案に対する意見について 
報第５号 教育に関する事務に係る議案に対する意見について 

特 別 支 援 
教 育 課 長 

 報第４号教育に関する事務に係る議案に対する意見について、岐阜県知事から照会の
あった、提案議案特別支援学校の用地の取得についてお諮りする。岐阜南部特別支援学校

（仮称）については、「子どもかがやきプラン」に基づき、特別支援学校の空白地域である岐

阜南部地域に整備するもの。建設用地は羽島市正木町大浦にある、はしま清流スタジアムの

道を挟んで５００ｍ程北側に入ったところで、平成２４年７月に県と県土地開発公社が締結

した公共事業用地の先行取得契約に基づき、公社が平成２５年６月に計２７筆の農地を先行

取得し、造成工事を行った２０，４３８．７４㎡の土地である。取得予定金額は、用地費・

測量設計費・造成工事費等を含む計６６３，６２０，６２９円であり、これについては、岐

阜県不動産取引審査委員会及び岐阜県財産評価委員会の審査を終えている。議会の議決を得

たら、ただちに本契約を締結し、再取得する予定である。なお、この案件については、本年

８月２１日に専決したので報告し、承認を求める。 

 報第５号についても併せて説明する。同様に、提案議案特別支援学校管理教室棟建築工事

の請負契約についてお諮りする。同事業の土地取得を除く全体工事費は約２８億円である。

建物は、管理教室棟という小中学部の棟と管理棟が重なった棟、高等部棟、体育館棟に分か

れており、今回の請負契約は、このうち管理教室棟に係るものである。入札の経緯であるが、

一般競争入札を本年７月３日に実施したところ２社の応札があり、その結果内藤・上村特定

建設工事共同企業体が落札した。落札価格は８６３，６７６，０００円であり、予定価格に

対する落札率は９５％になる。残る高等部・体育館棟の建設工事については入札不調となっ

たため、設計見直しを行った後、再入札を行う予定で現在進めている。議会の議決を得たら、

ただちに本契約を締結し、着工する予定である。なお、この案件についても、本年７月３１

日に専決したので報告し、承認を求める。 

稲 本 委 員  聞き漏らしたが、どれが落札できてどれが落札できなかったのか。 

特 別 支 援 
教 育 課 長 

 管理教室棟南舎・中舎・東舎の３つについては、今回の入札で落ちた。これに対し、
高等部棟・体育館棟については、入札不調であった。 

稲 本 委 員  予定価格より大幅に上回ったということか。 

特 別 支 援 
教 育 課 長 

 この契約は、予定価格を示した上で企業に入札を入れてもらうものである。事前にエ
ントリーした企業はあったが、予定価格が高すぎたため実際には入札してこなかった。 
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委 員 長  学校を作る時、部分部分で入札するのはよくあることなのか。 

特 別 支 援 
教 育 課 長 

 工事の規模にもよるが、今回２０億円を超すものであり、円滑な工事の進捗を図るた
め、教室棟と体育館棟という構造物として随分違うということもあり、２つに分けて発
注したものである。 

稲 本 委 員  体育館やプール等いろいろあるが、もう少しスケールダウンもしくは設備を安くした
設計をし直して入札し直すということなのか。 

特 別 支 援 
教 育 課 長 

 まったく同じものとして出すわけにはいかないので、実際には、内容よりも労務費単
価や原材料費の高騰等が背景にあると入札を辞退した企業に意見聴取したので、その辺
りが配慮され設計の見直しも行った上で、改めて入札を出す予定である。 

委 員 長  それによって開校の日程が遅れることはないか。 

特 別 支 援 
教 育 課 長 

 教育委員会としてもそれを一番懸念しているが、担当している都市建築部とよく協議
し、１２月の補正に間に合うように入札の準備を進めているので、大丈夫だと思ってい
る。 

委 員 長  待っている方もたくさんいると思うので、よろしくお願いしたい。 

委 員 長  報第４号及び報第５号につき、挙手により採決する。 

委 員 長  全員賛成により承認する。 

議第１号 退職教職員の表彰について（非公開案件） 

 退職教職員の表彰（２件）について諮り、可決された。 

 本件は非公開案件であるため、会議録は別途作成。 

議第２号 教育委員会の点検評価について 

教 育 総 務 
課 長 

 教育委員会の点検評価についてお諮りする。平成２５年度の主な取組に加え、昨年度
は前教育ビジョンの最終年度であったので、平成２１年度から５年間の取組についても
併せて総括的に点検評価を行っている。地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基
づき、教育委員会は毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について、外部
有識者の意見を活用して点検評価を行うこととされており、その結果に関する報告書を
作成し、議会へ提出するとともに公表することになっている。本県においては、教育施
策を総合的・計画的に推進する指針として教育ビジョンを位置付けており、これに基づ
き、事務事業の管理執行を行っている。従って、教育ビジョンの進行管理、すなわちビ
ジョンに掲げた施策事業の達成状況をもって事務の管理及び執行状況の点検にあててい
る。 
報告書の構成は、第１章に、教育委員会の運営状況及び教育委員の活動状況、第２章

に、５年間を通して重点施策として取り組んできた基礎学力の定着以下５つの施策に関
する点検評価、第３章に、４４の主要施策に基づく主な点検評価、第４章に、設定した
数値目標に関する５年間の推移、第５章に、外部有識者の意見としている。第４章につ
いては、昨年度は前ビジョンの最終年度であったため、目標値に対して達成・概ね達成
（目標値の９０％以上）・未達成で評価しており、未達成の項目については、第２次教育
ビジョンに引き継いだもの、目標値そのものを見直したもの等コメントを付している。
第５章については、８月１日に開催した点検評価に関する外部有識者による評価会議に
おいていただいた主な意見を記載している。岐阜県の魅力を伝える教育の重要性や産業
人として学校教育に望むことに加え、家庭や地域の教育力等に関し、幅広くご意見をい
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ただいた。 
概要版では、この５年間特に重点的に取り組んできた１０の施策をピックアップして

いる。まず、「１ 基礎学力の定着に向けた取組の推進」について、小・中・高それぞれ
で教育課程や指導方法の開発・実践研究を行い、その成果の普及を図ってきた。また、
少人数教育による個に応じた手厚い指導の推進を図ってきた。しかし、小中学校におい
て自ら学習しようとする意欲のある児童生徒の割合は、５年間で向上させることはでき
なかった。学力向上については、現行の第２次教育ビジョンにおいても重点施策として
一層取組を強化していきたい。次に、「２ 特別支援教育の充実」について、着実な整備
により学校数は現在１８校となっている。また、就労支援についても、岐阜県版デュア
ルシステム等の推進により、卒業生の就職率は３４％前後、目標値は未達成であるもの
の全国的には高い水準を維持している。「３ グローバル化に対応する教育の充実」につ
いて、英語スピーチコンテスト等、外国語によるコミュニケーション能力の向上を図る
取組や、外国人児童生徒への支援を行ってきた。第２次教育ビジョンにおいては、さら
に発展的に取り組むこととしている。「４ キャリア教育・産業教育の充実」について、
インターンシップ等を通したキャリア教育や「飛び出せスーパー専門高校生推進事業」
等の産業教育の充実に向けた取組について地域の産業界にもご協力いただきながら実施
してきた。その成果の表れとして全国規模のコンテストで多くの賞に輝いている。「５ い
じめ・不登校の未然防止と早期対応の充実」について、本県では、いじめ・不登校に関
する文部科学省の年１回の調査の他に年２回県独自の調査を行い、きめ細かな実態把握
に努めている。また、スクールカウンセラーの配置等、教育相談体制の充実を実施して
きた。さらに、昨今急増しているネット上のトラブルに対処するため、ネットパトロー
ルを実施している。「６ ふるさと教育・環境教育の推進」について、ふるさと教育表彰
の実施や岐阜県ふるさと実践集の作成等を行った。また、自然体験学習等の環境学習を
推進してきた。「７ 教職員の資質能力・指導力向上に向けた取組の充実」について、経
験の浅い教員に対する研修や管理職に対する学校マネジメントに関する研修、出前講座
の増設等を行ってきた。「８ 安心して学べる教育環境づくりの推進」について、県立学
校の耐震化は平成２３年度末に達成し、市町村立学校についても耐震化率は上昇してい
る。東日本大震災以降、防災教育の推進が重要な課題になっており、第２次教育ビジョ
ンにおいても、自らの命を守るための取組を継続していく。「９ 家庭の教育力向上に向
けた支援の充実」については、小中学校における家庭教育学級や家庭教育学級のリーダー
を養成する研修、企業にご協力いただき企業内家庭教育研修を実施してきた。「１０ ス
ポーツの振興」については、生涯スポーツ社会の実現を図るため、ぎふ清流国体を契機
とした競技力の向上等に取り組んでいる。 

稲 本 委 員  今日、海外へ留学した高校生の報告を聞いたが、なかなか元気がよかった。最初は英
語も話せなかったようだが、中にはデンマーク語やフランス語を話す子もいた。海外で
は留学生が３分の１いる学校もあり、留学生と地元の生徒と交替でプレゼンテーション
させる教育をやっている。日本はグローバル化が遅れていると感じた。留学した子全員
がハキハキしていて、なおかつ５kgくらい太って帰ってきたという子もいて、たくまし
くなって帰ってきたという感じがしてよかった。 

野 原 委 員  他の場でも発表しているのか。 

教 育 長  各学校やロータリー、ＡＦＳでも発表している。稲本委員のご指摘だと、岐阜県の高
校に来ている留学生の数が少ない。その点も含めて、双方向のものがないといけないと
思う。今度、定例教育委員会を大垣北高校で開催する。スーパーグローバルハイスクー
ルに今年から取り組んでいるが、第２次教育ビジョンでも特に力を入れていくことにし
ているので、今後いろいろと改善していかなければいけないと感じている。 

稲 本 委 員  海外から来ていれば行く前にコミュニケーションができる。最初の３ヶ月間は英語が
話せなくて落ち込んで帰ろうかと思ったという子が多かった。事前にもう少し他の国の
子とコミュニケーションができればよいと思う。 
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教 育 長  日本もロータリークラブに来ている子がいるが、まだ数が少ない。 

月 村 委 員  小学校でも英語教育が始まってもう何年か経ったので、小学校でどのようなことを
やっていて、中学校への移行がスムーズにいっているのかどうか等、英語教育の研究の
成果を知りたい。 

教 育 長  ご要望があればまとめて報告する。何年か前に多治見市の笠原小学校を見学していた
だいたが、平成２３年から小学校高学年の外国語活動が必修化された。それ以外の低学
年でも行う教育課程の特例校が岐阜県は非常に多く、１００校くらいある。地域によっ
ても違うが、現状についてご説明したい。 

委 員 長  毎年言っていると思うが、総合型地域スポーツクラブの設立数が目標値に達するのが
見えてこない。今後、見直しが必要ではないかと思うが、第２次教育ビジョンでは変わっ
たのか。 

教 育 総 務 
課 長 

 平成１９年度の数が５０だったので倍増の１００を目標値とした。平成２４年度まで
順調に増えていたが、スポーツクラブの認定要件のハードルを上げた関係で平成２５年
度は減少に転じた。質の高いクラブにするため、認定要件としてクラブの理念があるこ
とはもちろん、複数種類のプログラムがあること、規約や運営組織があること、予算決
算が総会等で公の場で承認されること等が定められた。背景には、平成２５年４月に大
垣市のスポーツクラブで傷害事件があり、数を追求するより質を上げていく必要がある
ということで施策の考え方を変えた。第２次教育ビジョンでは、クラブ数そのものより
も、クラブを支える人材を増やすということで目標を変更した。目標値は１７４人で、
８７のクラブを作ることを目指している。未設置の市町村もあるので、今後も知事部局
で進められていくと考えている。 

委 員 長  報告書は（案）が取れて出すことになるのか。 

教 育 総 務 
課 長 

 次の９月議会定例会に出すことを予定している。 

委 員 長  議会に出す前にお気付きの点があれば事務局へ連絡していただきたい。 

委 員 長  議第２号につき、挙手により採決する。 

委 員 長  全員賛成により原案のとおり可決する。 

○閉会 

 午後３時４４分、閉会を宣言する。 

○事務局報告 

（１）岐阜県立高等学校活性化計画策定委員会（第２回）の議事概要について 

（２）平成２６年第３回岐阜県議会定例会における審議結果について 

（３）平成２６年第３回岐阜県議会定例会教育警察委員会の概要について 

（４）岐阜県における全国レベルの表彰について 

（５）平成２６年度全国学力・学習状況調査の結果の概要について 
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（６）「平成２７年度公立高校をめざす皆さんへ」について 

（７）岐阜県博物館協議会委員の候補者名簿について 

（８）岐阜県美術館協議会委員の候補者名簿について 

（９）岐阜県天然記念物の指定名称について 

（10）平成２６年度全国高校総体・全国」定通大会の結果について 

（11）平成２６年度教育委員行事予定について 


